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第79号(1) 令和元年６月15日発行（一迫花山全世帯）

青
年
部
新
旧
部
長
挨
拶

役員欠員に伴う補欠選任

●
代
表
者
　
山
崎
　
伸

●
事
業
所

　
栗
原
市
花
山
字
草
木
沢
坂
下
６

　
電
話
：
０
２
２
８−

56−

２
６
３
１

●
事
業
内
容

　
林
業
全
般

●
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ

　
　
県
内
外
で
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用

し
た
立
木
の
伐
採
、
搬
出
等
、
素
材
生

産
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
建
設
の

伐
採
、
三
陸
道
建
設
の
為
の
伐
採
、
公

共
事
業
の
森
林
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
　
各
方
面
よ
り
依
頼
頂
い
て
い
る
事
業

者
様
の
信
頼
、
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え

で
す
か

　
　
都
会
に
は
な
い
優
れ
た
自
然
環
境
、

居
住
景
観
が
存
在
す
る
こ
と
。
ま
た
、

農
業
生
産
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
そ
の
特
色
を
も
っ
と
外
へ
知
ら
せ
る

体
制
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
多
様
な

年
齢
層
、
多
様
な
業
種
間
の
意
見
交
換

会
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
話
を
聞
く
機

会
が
あ
れ
ば
更
に
地
域
が
活
発
化
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
　
祖
父
の
代
よ
り
数
年
間
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
経
営
基
盤
を
支

え
る
情
報
提
供
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
多
岐
に
亘
る
情
報
提

供
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
頂
き
地
域

の
事
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
支
え
て

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
会
長
の
挨

拶
で
は
、
昨
年
度

は
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営

計
画
策
定
支
援
と

経
営
力
強
化
の
推

進
に
つ
い
て
会
員

事
業
所
へ
の
持
続

的
な
発
展
を
支
援

す
る
た
め
、
経
営

計
画
策
定
セ
ミ
ナ

ー
や
個
別
相
談
会
の
開
催
や
、
巡
回
訪
問
を
通

じ
て
会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
、

会
員
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
又
、
商
工
会
の
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す「
組

織
・
財
政
基
盤
の
拡
充
強
化
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
員
の
新
規
加
入
促
進
や
各
種
共
済
事
業

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
手
数
料
等
の

増
収
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
更
に
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
が
運
営
し
て
参
り

ま
し
た
栗
原
市
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
運
行

事
業
「
一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
は
、
栗
原

市
の
地
域
公
共
交
通
の
再
編
実
施
計
画
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
皆
様
の
足
と
し
て
、
特
に
交
通

弱
者
で
あ
る
高
齢
者
等
の
福
祉
の
向
上
や
地
域

活
性
化
に
貢
献
で
き
ま
し
た
こ
と
関
係
者
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
私
達
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
、
深
刻
な
後
継
者
難
と
人

手
不
足
等
に
直
面
し
て
お
り
、
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
度
10
月
に
迫
っ
た
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
へ
の
対

応
や
、
事
業
承
継
問
題
、
働
き
方
改
革
な
ど
の

諸
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
商
工
会
は
活
動
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
地
域
商
工
業
の
総
合
的
な
改

善
発
達
を
図
る「
経
済
団
体
」と
し
て
、
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
当
面
す
る
問
題
・
課
題
の
解

決
に
努
め
る
と
共
に
、
今
年
度
も
「
小
規
模
事

業
者
の
持
続
的
発
展
」
に
資
す
る
た
め
、
巡
回

訪
問
を
徹
底
し
、
会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
会
員

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
４
項
目
の
重
点
事
業
を
掲
げ
、
行
政

機
関
並
び
に
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
活
性
化
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
並
び

に
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産

目
録
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）及

び
収
支
予
算
（
案
）承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
令
和
元
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
及
び
借
入
金
先
承
認
の
件

第
４
号
議
案
　
役
員
の
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
任

の
件

　
尚
、
当
日
ご
来
賓
と
し
て
次
の
方
々
が
ご

臨
席
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　 

 
 

（
敬
称
略
）

▽
栗
原
市
長
代
理

　
佐
藤
　
忠
実
　
栗
原
市
商
工
観
光
部
長

▽
栗
原
市
議
会
議
長
代
理

　
相
馬
　
勝
義
　
栗
原
市
議
会
副
議
長

▽
熊
谷
　
義
彦
　
宮
城
県
議
会
議
員

▽
長
谷
川
　
敦
　
宮
城
県
議
会
議
員

▽
髙
橋
　
裕
喜
　
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事

務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長

▽
阿
部
　
忠
雄
　
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
副

会
長

▽
鎌
田
美
智
男
　
栗
原
市
一
迫
総
合
支
所
長

▽
小
野
寺
勝
江
　
栗
原
市
花
山
総
合
支
所
長

▽
鈴
木
　
　
卓
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
仙
台

支
店
国
民
生
活
第
二
事
業

統
轄

▽
布
宮
　
義
久
　
七
十
七
銀
行
一
迫
支
店
副
長

▽
亀
井
　
健
二
　
仙
台
銀
行
築
館
支
店
次
長

▽
菅
原
　
和
彦
　
仙
北
信
用
組
合
築
館
支
店
長

▽
上
原
　
　
郁
　
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事

務
所
栗
原
地
域
事
務
所
商

工
・
振
興
班
企
画
員

▽
三
好
　
啓
介
　
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
地

域
振
興
課
副
参
事

　一
迫
花
山
商
工
会
の
令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
本
人
出
席
39
名
・

委
任
状
出
席
93
名
の
合
計
１
３
２
名
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　第
４
号
議
案
で
は
、
役
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
が
行
わ
れ
、
理
事
１
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
議
長
に
は
津
田
信
一
氏（
津
田
商
店
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社 

山
崎
林
業
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発行責任者

佐　藤　倫　治

　
総
会
議
案
審
議
に
先
立

っ
て
、
一
迫
花
山
両
地
区

内
事
業
所
に
永
年
に
亘
り

貢
献
さ
れ
た
優
良
従
業
員

の
皆
様
方
に
対
し
、
関
係

機
関
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　 

   

（
敬
称
略
）

▽
全
国
商
工
会

　連
合
会
長
表
彰

〔
優
良
従
業
員
〕

　
鈴
木

　
貞
逸

 
 
 
 

（
㈲
一
迫
電
業
社
）

　
久
我

　
恭
治

 
 
 
 
 

（
㈲
高
橋
設
備
工
業
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〔
優
良
従
業
員
〕

　
関
　
　
勝
治
（
㈲
門
伝
建
設
）

　
菅
原
　
和
貴
（
㈲
門
伝
建
設
）

　
安
住
　
昭
次
（
㈲
門
伝
建
設
）

　
内
藤
　
　
潤
（
㈲
菅
原
建
機
産
業
）

　
佐
藤
せ
つ
子
（
㈲
一
迫
電
業
社
）

　
鈴
木
　
吉
幸
（
㈱
永
光
重
機
工
業
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

就
任
の
挨
拶

【
青
年
部
】新
部
長 

狩
野
　
良
太
郎

 

一
迫
中
町

　
狩
野
魚
店
の
狩
野
良
太
郎
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ

青
年
部
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
父
も
部
長
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
父
の
代

か
ら
続
く
灯
ろ
う
流
し
を
今
年
も
皆
さ
ん
で
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
や
青
年
部
員
の
数
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ

の
２
年
間
に
何
か
青
年
部
と
し
て
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
、
青
年
部
員
、
親
会
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
の
声
を
聞
い
て
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
青
年
部
員
募
集
！
若
い
力
で
こ
の
町
に

花
火
大
会
を
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

退
任
の
挨
拶

【
青
年
部
】前
部
長

 

高
橋
　
良
太

 

地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
商
工
会
青
年
部
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
、
拙
い
な
が
ら
も
な
ん
と
か
二
年
間
青

年
部
長
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
仕
事
と
、
青
年
部
長
と
し
て
の
仕
事
を

こ
な
す
こ
と
で
手
一
杯
で
、
中
々
思
っ
て
い
た
よ

う
に
行
か
な
い
場
面
も
多
々
あ
り
、
そ
の
度
に
沢
山

の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
二
年
間
は
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
あ
り
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
二
年

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
地
元
の

方
々
と
今
ま
で
以
上
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
商
工
会
青
年
部

員
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
の
一
員
と
し
て
、
一
迫
花

山
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
新
旧
部
長
挨
拶

　商
工
会
青
年
部
の
令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に

よ
り
新
し
い
部
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

▽
一
迫
花
山
商
工
会
長
表
彰

〔
優
良
従
業
員
〕

　
佐
々
木

　
道
（
㈲
丸
新
運
輸
商
事
）

　
門
傳

　
和
宏
（
㈱
宮
城
化
成
）

　
及
川

　
　
圭
（
㈱
宮
城
化
成
）

　
菅
原

　
純
子
（
㈲
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
宮
城
）

　
佐
藤

　
和
彦
（
㈲
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
宮
城
）

　
佐
藤

　
直
好
（
㈲
花
山
造
園
緑
化
建
設
）

　
佐
藤

　
保
子
（
㈲
耕
佑
）

　
佐
藤

　
大
樹
（
㈲
高
橋
商
店
）

　
相
馬
枝
美
子
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

㈱
宮
城
工
場
）

　
石
川

　
千
佳
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

㈱
宮
城
工
場
）

　
菅
原
ま
ゆ
み
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

㈱
宮
城
工
場
）

　
堀
江
　
孝
司
（
㈲
も
ち
っ
小
屋
で
ん
）

　
佐
藤
　
盛
義
（
㈱
宮
前
工
務
店
）

　
曽
根
　
善
春
（
㈱
宮
前
工
務
店
）

　
曽
根
　
善
秋
（
㈱
宮
前
工
務
店
）

　青年部長の交代による役員欠員に伴う理事１名の補欠選任が行
われ、次の方が新しく役員に選任されました。
　任期は前任者の残任期間（令和３年５月29日まで）となります。
　（敬称略）

理事　狩野　良太郎（一迫）・（新任・青年部長）

通
常
総
会
終
了
！

令
和
元
年
度

★専門の相談員が
　　　　対応します

★ご自宅まで
　無料でお伺いします

★末長い
　アフターフォロー !!

7/17日㊌
パナソニックの
　電気店ならここが安心!!

栗原市一迫柳目字曽根除下 41-1
TEL (0228) 52-2161
FAX (0228) 52-2162おおえでんき

開 催 日開 催 日

無料無料聞こえ 相談会!!聞こえ　　　相談会!!

午前９時～午後５時まで

8/21日㊌ 9/18日㊌

補聴器
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
定
款
会
員
）

◎
一
般
社
団
法
人

　は
な
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
代
表
　
大
場
　
徳
幸

　
業
種
　
指
定
管
理
・
施
設

　
　
管
理
・
公
共
交
通
受
託

　
花
山
本
沢
北
ノ
前
１
３
３

　
☎
４
３

－

５
１
１
１

◎
狩
野

　良
太
郎

　
商
工
会
青
年
部
長

　
狩
野
魚
店
（
一
迫
真
坂
）

◎
石
森

　孝

　
商
工
会
青
年
部
副
部
長

　
石
森
電
設
（
一
迫
長
崎
）

※
令
和
元
年
６
月
１
日
現
在

　会
員
数 

●
２
４
９
名

　
　
　

 

（
組
織
率
79
・
８
％
）

　
去
る
４
月
16
日
、
会
席
料
理
丸

勝
に
て
令
和
元
年
度
一
迫
花
山
商

工
会
青
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
三
浦
敏
満
部
員
が
議
長

を
務
め
、
円
滑
な
議
事
進
行
の
下
、

全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に

よ
る
役
員
選
任
に
よ
り
、
高
橋
良

太
さ
ん
が
部
長
を
退
任
し
、
狩
野

良
太
郎
さ
ん
が
新
た
に
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
新
体
制
の
下
、
地

域
振
興
の
一
助
と
な
る
べ
く
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
青
年
部
で
は
清
掃
活
動
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
、
講
習
会
等
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
栗
原

市
内
商
工
会
青
年
部
や
山
形
県
、

秋
田
県
、
福
島
県
の
青
年
部
と
合

同
で「
奥
州
統
一
芋
煮
の
陣
」を
開

催
し
、
様
々
な
方
と
交
流
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

　
青
年
部
で
は
通
年
を
通
し
部
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
45

歳
ま
で
の
男
女
の
方
で
、
地
域
を

盛
り
上
げ
た

い
方
、
人
脈

を
広
げ
た
い

方
な
ど
是
非

入
部
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ

る
方
は
商
工

会
ま
で
ご
連

絡
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
去
る
、
４
月
25
日
、
新
し
い
年

度
を
迎
え
て
第
１
回
目
に
な
り
ま

す
令
和
元
年
度
一
迫
花
山
商
工
会

女
性
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
の
中
で
は
、
議
長
に

は
後
藤
幸
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
元
、
平
成
30

年
度
の
女
性
部
活
動
報
告
、
決
算

報
告
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

案
、
予
算
案
の
報
告
が
な
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
に
対
し

て
出
席
し
た
女
性
部
員
の
皆
様
の

承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
荒
木
久
美

子
部
長
は
、
女
性
部
の
積
極
的
な

審
議
に
対
し
て
と
ま
た
日
頃
、
女

性
部
と
し
て
積
極
的
に
行
事
に
参

加
し
て
い
る
女
性
部
員
が
多
い
こ

と
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、

今
後
も
引
き
続
き
、
女
性
部
員
と

し
て
の
誇
り
を
胸
に
精
一
杯
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
と
部
員
を
激
励
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
子
供

を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
と
、

地
域
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
始
ま
っ
た
「
一
花
見
守
り
事

業
」
も
継
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
一
花
」と
い
う
の
は
、
一
迫

花
山
商
工
会
女
性
部
の
略
称
、
ま

た
「
花
」
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
自
体
が

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
す

の
で
こ
の
よ
う
な
名
前
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
女
性
部
員
が
一
つ
一

つ
丁
寧
に
手
作

業
で
作
り
上
げ

「
身
の
安
全
」
の

願
い
が
込
め
ら

れ
た
こ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
は
、
３

月
26
日
に
一
迫

小
学
校
と
花
山

小
学
校
に
謹
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
迫
花
山
商

工
会
女
性
部
は
、

児
童
の
皆
様
が

健
や
か
に
す
く

す
く
と
育
つ
よ

う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
栗
原
市
役
所
本
庁
舎

■
対
象
者
／
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

及
び
事
業
承
継
を
お
考
え
の
方

■
内
容
／

　
第
１
部

　
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　
第
２
部

　
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　 

（
事
業
承
継
に
係
る
信
用
保
証

　
　
制
度
の
説
明
等
）

　
個
別
相
談
会

　
※
個
別
相
談
会
に
つ
い
て
は
希
望
者
の
み
。

■
定
員
／
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
詳
し
く
は
宮
城
県

信
用
保
証
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
※URL:https://w

w
w

.m
iyagi-shinpo.or.jp

■
申
込
期
限
／
６
月
25
日
（
火
）

■
問
合
先
／
宮
城
県
信
用
保
証
協
会

　
　
　
　経

営
支
援
部
経
営
支
援
課

　
☎
０
２
２

－

２
２
５

－

５
２
３
０

新

会

員

紹

介

開催日時　令和元年６月１４日(金)～７月３日(水)
　　　　　　　　 午前８時３０分～午後５時

開催場所　栗原市一迫山王史跡公園あやめ園

催物内容　６月１６日(日)１０：００～
　　　　【第３４回みちのく鹿踊大会】
　　　　　　　　　　　 （県内外６団体）

　　　　　 ６月３０日(日)９：００～
　　　　【第３２回あやめ祭り神楽大会】
　　　　　　　　　　　  （県内外１０団体）

　　　　　 ※６月１６日(日)９：３０～

連 絡 先　一迫観光協会 ☎０２２８－５２－２１１４

開催日時　令和元年６月２１日(金)
　　　　　　　　　　　　　　～７月２５日(木)
開催場所　南くりこま高原一迫ゆり園
開催内容　

見　　頃　早咲き ６月２０日頃～７月１０日頃まで
　　　　　遅咲き ７月３日頃～７月２０日頃まで
連 絡 先　南くりこま高原一迫ゆり園
　　　　　☎０２２８－５２－４５５１

広さ３０，０００㎡の園内で２００品種１５万本
のユリを楽しむことができる。
特に、本年は花粉の無い八重咲の珍しい
ユリを楽しむことができる。

みちのく鹿踊大会の前段として
奥の細道紀行３３０年記念事業
として岐阜県大垣市からのキャ
ラバン隊によるセレモニーが開
催されます。

■相談日程　６月20日(木)
　　　　　　７月４日(木)・25日(木)
　　　　　　８月８日(木)・22日(木)
■相談時間　午前10時～午後４時まで
■場　　所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来所願います。

★金融相談日のお知らせ★

　あ
や
め
や
ゆ
り
の
花
が
美
し
く
咲

き
誇
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　第
79
号
の
「
商
工
い
ち
は
さ
ま 

は

な
や
ま
」
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？
今
回
は
記
念
す
べ
き
令
和
最

初
の
会
報
で
す
。

　先
日
令
和
元
年
度
の
商
工
会
の
総

会
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
優
良
従

業
員
表
彰
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　広
報
編
集
委
員
会
で
は
今
年
度
も
年
４
回
発

行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　商
工
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
員
の
紹
介
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。「
頑
張

っ
て
ま
ー
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
事
業
所
の
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。
掲
載
希
望
の
方
は
商
工
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　季
節
の
変
わ
り
目
、
ど
う
ぞ
体
調
に
お
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。（
広
報
編
集
委
員 

Ｙ
・
Ｓ
）

編集後記　　

南くりこま高原
　　 一迫ゆり園

第37回 山王史跡公園あやめ祭り

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

★第４回いちはさま軒下マルシェ★

★くりはらちびっこキックバイクレース in あやめ祭り★

６月２９日（土）午前１０時～午後３時まで参加店による
街なかの軒下でワゴンセールやワークショップを行ないます。
お問合せ：いちはさま軒下マルシェ実行委員会 ☎0228-52-3300

６月２９日（土） 午前９時～　ＪＡ一迫支店前で開催
お問合せ：栗原市観光物産協会 ☎0228-25-4166

市内小規模事業者の経営の安定と発展を図るため、資金融資を受けた
小規模事業者に対し、借入資金の利子の一部を市が補助します。

 【令和元年度】
栗原市小規模事業者経営改善資金（マル経）融資
利子補給補助金のご案内

〇 栗原市役所 商工観光部 産業戦略課
　 ☎ 0228-22-1220  FAX 0228-22-0315
　 Ｅメール  sangyo@kuriharacity.jp
〇 一迫花山商工会　☎ 0228-52-3300

令和元年度 新規事業

Ⅰ 対象者の要件 
　市内商工会の推薦により小規模事業者経営改善資金（マル
経資金）を借り入れた小規模事業者で、法人にあっては、交
付申請時において、市内に主たる事務所又は事業所を１年
以上有し、個人にあっては、市内に１年以上住所を有し、か
つ、市内において同一事業を引き続き１年以上営んでいる
小規模事業者で、法人代表者または個人事業主が市税（国民
健康保険税を含む）を滞納していない方が対象となります。

Ⅱ 利子補給対象となる資金と補助内容
　・利子補助の対象となる資金
　　　平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までに
　　借入したマル経資金
　・利子補助交付率　年利０．３６％（令和元年６月１日現在）
　・利 子 補 助 期 間　 融資日から２年間
　・利子補助申込期限　 令和２年１月３１日まで

※ただし、既に市から利子補給を受けている借入金の借り換え
　は、利子補給の対象外となります。

　＜利子補給対象分＞
　【例】融資 1,500万円 新規 1,000万円 既存債務返済分

500万円
(マル経・中小企業振興資金等)

お問い
合せ先

　
ブ
ナ
の
森
の
緑
も
日
に
日
に
濃

く
な
り
、
春
エ
ゾ
ゼ
ミ
の
大
合
唱

が
毎
日
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　
雪
解
け
遅
い
栗
駒
山
で
、
５
月

19
日
に
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
湯
浜
コ
ー
ス
の
参
加
者
は
僅

か
３
人
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
朝

６
時
に
神
官
さ
ん
の
お
払
い
の
後
、

元
気
に
御
駒
様
を
担
い
で
山
頂
ま

で
往
復
し
て
来
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
夏
山
登
山
の
季
節
で

す
ね
。
ブ
ナ
の
森
の
中
で
は
、
ム

ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
、
タ
ム
シ
バ
、
栃
、

ホ
ウ
ノ
キ
、
水
芭
蕉
、
と
春
夏
の

花
が
一
斉
に
咲
き
、
美
し
さ
を
競

い
合
い
ま
す
。
大
瑠
璃
な
ど
の
小

鳥
た
ち
も
美
し
い
声
を
聴
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
も

鳴
い
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
奥
入

瀬
や
北
海
道
へ
行
か
な
く
て
も
、

こ
こ
湯
浜
コ
ー
ス
に
来
れ
ば
、
会

う
事
が
出
来
る
の
で
す
。

　
ブ
ナ
の
森
に
は
、
山
菜
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
ウ
ド
、
ア
イ
コ
、
シ

ド
ケ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ネ

マ
ガ
リ
タ
ケ
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
と

数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

　
会
う
と
言
え
ば
、
熊
と
の
出
会

い
も
あ
り
ま
す
。
熊
に
会
う
確
率

は
そ
ん
な
に
高
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の
時
期
は
違

い
ま
す
。
６
月
～
７
月
は
、
熊
の

交
尾
期
に
あ
た
り
、
小
熊
と
別
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
タ
ギ
の
世
界
で
「
い
ち
ご
落

し
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
い

ち
ご
の
熟
す
こ
ろ
、
母
熊
は
そ
れ

ま
で
連
れ
立
っ
て
き
た
小
熊
を
、

い
ち
ご
の
な
っ
て
い
る
谷
に
連
れ

て
行
き
、
小
熊
が
夢
中
に
木
い
ち

ご
を
食
べ
て
い
る
隙
に
立
ち
去
る

の
だ
そ
う
で
す
。
子
別
れ
で
す
ね
。

別
れ
た
小
熊
は
、
訳
も
わ
か
ら
ず

母
熊
を
捜
し
求
め
あ
ち
こ
ち
探
し

ま
わ
り
ま
す
。
栗
原
市
内
で
も
目

撃
さ
れ
て
い
る

熊
は
、
こ
ん
な

子
な
ん
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
に
21

件
目
撃
情
報
が

あ
る
そ
う
で
す
。

森
の
中
に
、
フ

ン
が
有
っ
た
り
、

足
跡
が
あ
っ
た

り
し
た
ら
会
え

る
確
率
が
非
常

に
高
い
で
す
ね
。
で
も
、
決
し
て

探
し
た
り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

普
段
は
人
間
を
見
る
と
す
ぐ
に
逃

げ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
発
情
期

に
は
気
が
立
っ
て
い
る
の
で
襲
っ

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
爆

竹
な
ど
を
鳴
ら
し
て
人
間
の
存
在

を
知
ら
せ
る
事
が
大
切
で
す
。

　
山
歩
き
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、

山
の
実
り
を
楽
し
む
事
。
こ
れ
か

ら
は
、
根
曲
が
り
タ
ケ
ノ
コ
で
す

ね
、
農
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
山
に

出
か
け
て
見
ま
せ
ん
か
？
山
の
出

湯
で
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。
ち

な
み
に
、
根
曲
が
り
竹
は
熊
の
大

好
物
で
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
！

道路で遊ぶクマ


